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「ダメ，ゼッタイ」で明るい社会
富山・平川　瑠菜
　最近，よくニュースで取り上げられている「薬物問題」。しかし，そのニュースを見ている世の中の人は本当に薬物の恐ろしさを知っているのでしょうか。
　私は小学校のころボーイスカウトで「薬物乱用ダメ，ゼッタイ運動」の募金活動に何回か参加したことがあります。でも，その時はまだ小学生だったこともあり，「こわいなぁ」ぐらいの認識しかなく，中学校に入ってからその話が出ても自分には関係ない話だと思っていました。しかし，この六月中学校でダルクで活動している方の話を聞く機会がありました。富山みたいなこのような田舎にも乱用者がいると知った私はとてもおどろきました。その方が語る「薬物に手をつける理由」を聞くにつれ，もっと薬物がこわいと感じるようになりました。

　薬物は一度でも使うと命の危機につながるものです。それにもかかわらず「疲れをとりたい」「ダイエットをしたい」そして「仲間はずれにされたくない・・・。」現実から逃げるため，悩みを解決するため，薬物の怖さは知っているはずなのに「自分は大丈夫だろう」という軽い気持ちでやってしまう。中には，何もかも忘れて楽になりたいと薬をやってしまう人もいるとダルクの方は語っておられました。ダルクの方も先輩から誘われて「一度だけなら大丈夫。」と薬に手を出したそうです。しかし，一度やってしまったことから抜け出せなくなってしまい，そのうち，助けようとしてくれた友人にも，そして家族にも見捨てられ，また薬に頼る，しまいには周りの人も巻き込んでしまう・・・。たとえ，治療をしても何十年という時間は戻らず，薬に支配され続ける人生。それを考えると私はぞっとします。

　ダルクの方のお話を聞いてから，薬物の問題は私とって「近くで起きている問題」という意識に変わりました。そうであるならば今よりもずっと真剣にこの問題をとらえる必要もあります。そのための第一歩としてまず私は，自分自身を守るためにしっかりと薬について理解してくいことが必要だと思います。なぜなら，自分が理解することで少なくとも私自身は「絶対にだめ！！」という意志を強くすることができるからです。その上で，その理解したことを広げていくことが重要です。私達の周りには薬物依存になってしまった状態から立ち直ろうとしている人たちがいるという現実があります。立ち直るには，その人の気持ちも大切ですか，そり以上にもっと周囲のサポートが必要になってくるのではないでしょうか。薬物依存になってしまった人が更生するのはほぼ不可能だ。などと決めつけた見方をやめ，助け合っていくことで，社会はもっと明るくなると思います。
　自分のことを守り，そして大切な人を守るためにも私は薬物を絶対に使いません。そして薬物のこと，薬物依存のこと，そして乱用防止活動のことの理解を深め，ボーイスカウトでも進んで「ダメ，ゼッタイ運動」に取り組み，より多くの人に薬物の怖さを知ってもらいたいです。
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